(3)　就労支援部会（作業部会）の事業報告（現状と課題）
ア　就労支援部会の目的と内容

みよし市に住んでいて就労を希望する障がい者の就労支援システム（企業開拓、職能評価、訓練（実習）、就職、定着支援等）を構築するために、平成２３年３月、「就労支援部会」を設置した。（＊「就労」とは、一般就労、福祉的就労を問わない。）
イ　みよし市の障がい者就労支援の課題（以前、報告済み）
　就労支援部会準備会の事業で見えてきた課題を整理し、それらの定義を就労支援部会参加機関で共有した（以下９点）。

　　① 就労支援知識のある相談員の確保　　　　② 相談支援窓口の周知
③ 就労移行支援事業所を増やす　　　　　　④ ハローワークとの連携の必要性

⑤ ジョブコーチの確保　　　　　　　　　　⑥ 職場開拓員の確保

⑦ 障がい者就労の啓発活動　　　　　　　　⑧ 障がい者雇用の実態把握

⑨ 就労を希望する人の実態把握（アンケートなど）

これらの課題はすぐに解決するものではなく、長期的な視点で解決に向けて考えていかなければならない。

ウ　就労支援部会の運営
　　就労支援部会として課題解決に向けた検討・協議を進めるため、就労支援作業部会を設置。課題に応じてチームを構成し、具体的な解決策を検討している。
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エ　就労支援作業部会での協議事項（実体把握の検討）
(ｱ)　アンケートの実施

実態把握の方法の一つとして、企業へのアンケート調査を行うこととなった。対象はみよし商工会に加入している企業。商工会の協力をいただけるよう依頼し、その中で啓発も行っていく。回答があったところに対しては丁寧に対応し、顔の見える関係を構築することも必要である。
(ｲ)　特別支援学校と市内学校特別支援学級に在籍する児童・生徒の状況

特別支援学校と市内学校特別支援学級に在籍する児童・生徒の人数については把握できたが、あくまで現時点での人数であり、中学～高校と年齢が上がるにつれて、特別支援学級の生徒が編入し（増え）てくる可能性が高い。

これらのデータから予測される問題について、優先順位や具体的な手順についてはまだ検討できていない。今後、取り組むべき対応策について就労支援部会で議論できるよう、中心メンバーで検討する。
　オ　就労支援部会関連事業について

(ｱ)　みよし市障がい者就労支援員養成事業

　　前述の課題①、⑤、⑥に対応する事業として、昨年度より開始。就労支援部会参加機関が、『就業センター』の支援に同行させてもらい、質の向上を図る。
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(ｲ)　障がい者就労相談日
　　　　前述の課題①、②、⑨に対応する事業として、昨年度より実施。今年度からは市役所西館１階の相談室に場所を移し、毎月第三木曜日の午後に就業センター主任就労支援担当とわらび福祉園相談支援専門員が対応している。
　　(ｳ)　特別支援学校高等部生徒相談事業
　　　　前述の課題②、⑨に対応する事業として、６月２３日（木）に市内障がい福祉事業所見学ツアーを開催。特別支援学校高等部生徒の保護者７名が参加し、市委託相談支援事業所相談支援専門員、就業センター就労支援担当が同行した。

　　　　参加した保護者からは、「聞くと見るとでは印象が違う」「一日で見学できるのでありがたい」などの意見が聞かれ、協議会としても相談支援の窓口を周知するいい機会となった。（実施後すぐに、参加保護者２名から体験利用の申し込み）
　　(ｴ)　平成２３年度第１回就労支援部会の開催

　　　　平成２３年７月下旬から８月上旬で開催予定
















